
臥雲市長にアタック！地域の元気な声を届けよう

市長と住民の「こんだん会」

未来を見つめて ともに歩むまち

田川地区

１ 田川地区まちづくり協議会（田川地区町会連合会）

２ たがわ水辺を守る会

３ 学校法人未来学舎 専門学校未来ビジネスカレッジ

（ペットビジネス学部）

【参加団体】



〇設 立 平成30年

〇構成団体 13団体（評議員定数 35名）

〇まちづくりの理念

「未来を見つめてともに歩むまち 田川地区」

【少子高齢化・人口減少に対して】

・地域のあらゆる資源を最大限に活用

・住民が一体となってまちづくりに取り組む

・子どもから高齢者まで、あらゆる世代が参加

・住民が互いに協力し合い未来に向けてともに歩んでいく

田川地区まちづくり協議会



基本目標
• 活気あふれる地域力の高いまち

• 災害や犯罪に強く、安心・安全に暮らせるまち

• 水と緑豊かな住みよい環境を保つまち

• いつまでも明るく元気に暮らせるまち

• 人が育ち、歴史と文化を受け継ぐまち

• 楽育事業推進部会

• サロン事業推進部会

• 健康と福祉のまちづくり推進部会

• 防災対策検討部会

• 自然環境検討部会

部会を中心に活動

事業の

実施方針
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和
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ぼんぼん・青山様と夕涼み
平成25年度から「ぼんぼん」青山様」を地区事業に位置付け
継続的に取り組んできました。

〇ぼんぼん・青山様のつどい
・歴史・行事の意味などの学習
・盆唄・青山様の掛け声の練習
・ぼんぼんの花づくり



〇夕涼み
令和元年度参加者数 335人（うち児童 146人）



いきいきサロン事業

• 高齢者の居場所づくり

• 健康づくり、食生活改善、防犯の学習

• 文化芸術の鑑賞

• 地区の関係団体・機関が連携して

毎月開催



松本市田川地区（巾上・渚・中条西）
・生物多様性のための環境保全・調査
・川などで生き物観察会の実施
・田川小学校の環境学習の講師



・毎年６月～８月 夜８時頃
・田川地区内の３地点で調査
・他地区のホタル生息地観察や新たな生息地の発見

〇 長沢川（巾上・松本協立病院東）

令和４年 6月20日 6月23日 6月27日 6月30日 7月4日 7月9日

ヘイケボタル 1 2 2 2 1 2

〇 両島川（渚・両島浄化センター北）

令和４年 6月30日 7月10日 7月15日 7月17日 7月29日 8月15日

ヘイケボタル 5 21 23 31 9 3

〇 長野銀行本店 敷地内水路（渚）

令和４年 6月23日 6月30日 7月9日 7月15日 7月20日 7月27日

ヘイケボタル 1 7 8 3 10 6

ホタル調査



両島川 梅花藻（バイカモ）

長沢川

長野銀行 水路



採取生物 

 生物の名前 生態 数 

タイコウチ 昆虫 1 

ケラ 昆虫 1 

ガムシ 昆虫 4 

ヒメゲンゴロウ 昆虫 8 

ドジョウ 魚類 3 

シマドジョウ 魚類 7 

アブラハヤ 魚類 1 

カワニナ 貝類 8 

モノアラガイ 貝類 2 

プラナリア 扁形動物 11 

カゲロウ類 幼虫 8 

ツツトビケラ 幼虫 16 

アメンボ  10 

ミズムシ  多数 

ヒル  多数 

両島川生き物観察会 令和4年5月28日

両島川看板設置



【概要】 ６月２日～９月２９日間 全６回   活動時間 １４：５０～１５：４０ （５０分間） 

児童数 4～6 年生 15 人（男子 12 人女子 3人） 担当教員(6-1 古瀬 2-1 竹内) 

【目的】 学校から徒歩数分の田川に行き、児童たちが自ら生き物を捕まえて水辺の環境

について考え、川に親しむ事を活動の主な目標としました。講師は児童たちの活

動をサポートし、捕まえた生き物を解説し環境保全を指導しました。 

横山です

ヌマエビ

コオニヤンマの
ヤゴカワヨシノボリ

コヤマトンボの
ヤゴ

ヒゲナガカワト
ビケラ幼虫

田川小学校「生き物自然観察クラブ」



・担当の先生も見たことが無い生き物が棲んでいて
児童より先生の方が驚いていた

・今の子供は川で遊ぶことがほとんど無い（学校等に禁止される？）

・水生生物も陸生昆虫も採取したが、やったことが無いのか
虫網の使い方（捕まえ方）もわからない児童が多い。

・水中のゴミにも卵やトビケラがいる。

・児童は河川のゴミの多さに気づき、拾っていく。

・クラブ以外のクラス単位での授業もあり、ライフジャケット不着
用で川に入っている事もありとても心配である。

・地域講座（ＣＳ）として取り組めたが、学校側の予算は少ない

クラブ活動を通しての感想・問題点



☆ホウネンエビ（６月）

☆シロメダカ（10月）

田川児童センターへの
生き物提供

田川小学校
ビオトープ整備



◇環境感覚
雑草 虫 → 気持ち悪い？いらない？排除？
草や虫たちも生態系の一部でみな何かに役立っている
共に生かし生かされている共生感覚を持つべき
除草剤や農薬は土壌や水を汚染している自覚を

◇環境経済（予算）
虫好き、自然大好きな子供を増やすための予算を！
小学校低学年には生き物と触れる環境学習の導入
環境学習時の子供たちの安全を守る備品の確保

◇環境習慣
ポイ捨てゼロに
脱プラスチック生活（消費者・企業）
環境保護とリンクした生活習慣
街路樹よりも池や水辺・緑地の保護





本日のレジュメ

① 専門学校未来ビジネスカレッジ紹介

② 犬、猫飼育についての現状

③ ビックパウクラブの活動について

(地域貢献として)

④ アンケート結果

⑤ 今後の課題





地域社会との

連携を深める

未来を読む

鋭い感覚を養う

教育
三大精神



犬、猫の飼育頭数について

(出典(一社)ペットフード協会「全国犬猫飼育実態調査」及び総務省「人口推計」)より

2020 年10 月現在 (犬848.9 万頭、猫964.4 万頭) ➡ 合計 約1,800 万頭



犬や猫等の愛玩動物は、

多くの家庭において、 として

かけがえのない存在となっている。

家族の一員



犬や猫等の愛玩動物は、

多くの家庭において、 として

かけがえのない存在となっている。

家族の一員





動物看護師学科
“ 人間力 ”を持って飼い主を支援できる人材を育成。

動物のよき理解者であり代弁者 として。

飼い主様と獣医師をつなぐ役割 として。

👆 愛玩動物看護師国家資格 取得を目指す。



専門知識や技術
適切な判断力や応用力を養う。

２専攻が存在する。

ペットライフケア学科

ペット美容トリマー専攻

動物飼育
ドッグトレーニング専攻

ペットサロンにおける “ 即戦力 ”を育成。

飼い主と犬とのより良い関係構築ができる人材育成。



犬を飼っている、

地域のご家族に協力を

いただき運営している。

スチューデントペットサロン



犬の扱い方

 グルーミング方法
(シャンプー、爪切り、耳掃除、足裏バリカン)

 トリミング技術 など

👉学ぶこととして…



ビックパウクラブを知ったきっかけ 加入理由を教えてください



ビックパウクラブを知ったきっかけ 加入理由を教えてください

✓ 多くの飼い主様の協力のおかげで、
充実した学習が可能となる。

✓ＳＮＳや新聞を活用し、更に多くの

飼い主様に協力を頂けるようにする。

…期待に応えられるような学生生活を。

SNSや新聞の活用を増やす。
…ビックパウクラブの存在を知ってもらう。



 道が狭い・歩道のない道路が多い
 よくゴミが落ちている
 犬の遊び場がない
 薄川堤防の草刈り
 便の不始末

散歩中など近隣でお気づきの点があれば教えてください。



おわり


